
第４章 筑後川水系の取水・導水・ 

浄水・送水施設 

筑後川水系では、独立行政法人水資源機構福岡導水管理所が管理する揚水

機場で取水し、牛頸浄水場まで導水しています。この約 25 ㎞の間に筑後川

からの導水の一部を貯留し、取水制限及び施設のトラブル等が発生した場合

に不足量を補給する山口調整池があります。

牛頸浄水場では、浄水処理、隣接する水質センターで水質検査（第７章 

水質管理 参照）し、構成団体の配水池へ送水しています。

第１節 福岡導水事業 

第２節 山口調整池 

第３節 牛頸浄水場 

第４節 送水施設 
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第１節  福岡導水事業

【計画】

 筑後川水系における水資源開発基本計画に

基づいて、福岡都市圏の水道用水として、江

川・寺内ダム、筑後大堰、合所ダム、大山ダ

ムの開発水量のうち最大約 2.67 ㎥/s を筑後

大堰の湛水区域内で取水可能となっており、

福岡地区水道企業団牛頸浄水場まで、24.7km

の導水路で導水するものです。 

 また、途中の基山町まで佐賀東部水道企業

団の約 0.093 ㎥/s の導水も兼ねています。 

（１）福岡都市圏の人口増等に伴う水道用水

の需要増加に対処するため、筑後川水系水

資源開発基本計画に基づき福岡都市圏及び

佐賀県基山町への水道原水として最大

2.767 ㎥/s（239,000 ㎥/日）を供給するも

のです。 

（２）江川・寺内ダム、筑後大堰、合所ダ

ム、大山ダムから補給を受け筑後大堰の湛

水区域内から取水し、途中、佐賀県基山町

で佐賀東部水道企業団分を分水、福岡県大

野城市の福岡地区水道企業団牛頸浄水場ま

での導水します。 

【事業経緯】

（１）昭和 49（1974）年７月 26 日、筑後川

水系水資源開発計画の一部変更が閣議決定

され、８月１日水資源開発公団福岡導水調

査所が開設されました。 

（２）基本計画に続く法手続きとし主務省よ

り、実施方針の指示が引き続き行われるこ

とになっていましたが、関係各県、関係機

関の調整に日時を要し、約２年後の昭和

51 年８月 30 日に実施方針の指示が行われ

ました。 

（３）昭和 51 年 12 月に導水路工事着工し、

昭和 58 年４月に完了しました。 

昭和 49 年 7 月 福岡導水事業の閣議決定 

昭和 49 年 8 月 福岡導水調査所発足 

昭和 51 年 9 月 福岡導水建設所発足 

昭和 51 年 11 月 
福岡導水事業実施計画認

可 

昭和 51 年 12 月 工事着工 

昭和 58 年 4 月 工事完成 

昭和 58 年 11 月 
福岡地区水道企業団通水

開始 

昭和 61 年 12 月 
佐賀東部水道企業団通水

開始 

【事業費】

389 億円 

【企業団負担金】

41 億円 

【管理】

 平成 13（2001）年５月に主務大臣である

厚生労働大臣による施設管理方針策定の指

示、及び同年９月施設管理規程の認可を経

て、水資源開発公団（現：独立行政法人水資

源機構）へ暫定管理から本管理に移っていま

す。 
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昭和 58（1983）年 11 月から本管理に移行

までの期間は「福岡導水事業に係る暫定通水

に関する協定」を毎年、水資源開発公団と佐

賀東部水道企業団及び当企業団で締結し管理

を行っていました。 

【平面図等】
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第２節  山口調整池  
 

 

 

 

 

 

 
 
 
【計画】  
 山口調整池は、福岡導水事業の一環として

筑紫野市大字山口地内に築造された堤高 60

ｍ、総貯水容量 400 万㎥のロックフィルダム

です。 

 この調整池は、福岡地区水道企業団への導

水の安定供給を図る目的で計画されたもので

あり、筑後川からの導水の一部を貯留し、取

水制限及び施設のトラブル等が発生した場合

に不足量を補給するものです。 

 

【事業経緯】  
（１）昭和 58（1983）年 11 月、福岡導水の

暫定通水を開始して以降、調整池建設に向

けて諸調査並びに諸検討を進め、関係機関

との協議が整ったため、昭和 61 年９月の

事業実施計画変更の認可を得て調整池建設

の法手続きを完了しました。 

（２）平成２（1990）年８月、第１号道路工

事に着手、順次、仮排水路トンネル工事、

調整池本体工事、右岸鞍部および附帯施設

工事等を実施しました。 

（３）平成９年 10 月、河川法第 30 条第２項

に基づく一部使用検査を受けて、同年 11

月６日から試験湛水を開始しました。 

 

（４）平成 11 年２月落水を完了し、堤体の

挙動等の計測結果を解析し調整池の安全が

確認され、同年３月河川管理者の完成検査

を完了し、調整池は完成しました。 

【建設経過】  
昭和56年 12月 調整池利水計画検討開始 

昭和 57 年３月  調整池基本設計策定 

昭和 61 年９月 
事業実施計画の変更認可

（山口調整池の追加） 

平成２年２月 損失補償基準調印 

平成４年２月 建設工事開始 

平成９年 10 月 調整池完成 

平成９年 11 月 試験湛水開始 

平成 11 年４月   調整池の運用開始 

平成 13 年３月   事業完了 

 

 

 

【山口調整池の運用】  
 福岡都市圏の水需要の約３分の１（一日平

均給水量割合）を占める筑後川は、福岡都市

圏にとって極めて重要な水源となっており、

福岡導水は都市機能を支えるライフラインと

して欠かすことの出来ない重要なものとなっ

ています。しかし、筑後川には次のような特

殊な利水形態があり下流域利水も欠かすこと

ができません。 

 

・筑後川下流の農業用水には、淡水取水とい

う有明海の干満差を利用した特殊な方法に

より取水されており、河川流下量が少ない

場合は塩分濃度が高くなり取水停止に追い

込まれることとなる。 

・筑後川の河口区域周辺は、有明海のノリ養

殖漁場として全国有数の生産量を誇ってお

り、ノリの生育には栄養塩類の豊富な筑後

川の水が安定して確保されることが必要不

可欠である。 
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山口調整池からの取水等については、筑後

川流域関係者と流域外である福岡都市圏の両

関係者間の調整・協議が行われ、次の範囲で

行うこととなっています。 

（１）取水 

調整池からの取水は、許可水利権の量の

範囲内で行う。 

一 淡水取水障害により筑後川からの取水

が制限されたとき。 

二 筑後川流域の悪化により筑後川からの

取水が制限されたとき。 

三 導水路及び筑後川取水施設等のトラブ

ルにより筑後川からの導水に障害が生じ

たとき。 

四 水質悪化が予想され貯留水の入れ替え

が必要なとき。 

五 ダムその他貯水池内の施設及び工作物

の点検若しくは整備が必要であるとき。 

六 その他やむを得ない必要があるとき。 

 

（２）貯留 

調整池への貯留は、福岡導水の取水量の

範囲内で行う。 

【貯留は筑後川の水に限られ、兎ヶ原川の

自流および流域内の降雨（筑紫野に降っ

た雨は調整池に貯留することなく下流へ

放流されます。】 

 

（３）補給 

 調整池から福岡導水への補給は、福岡導

水の筑後川からの取水が、筑後大堰下流に

おける農業用水の淡水取水障害対策のため

の制限又は停止をうける場合、もしくは、

福岡導水の導水路トラブルが発生した場合

に行う。 

（４）放流 

 調整池地点における兎ヶ原川の流域から

の流水は、貯留することなく下流兎ヶ原川

に放流するものとする。 

【概要】  

事業主体 
水資源開発公団（現：独立行

政法人水資源機構） 

河川名 筑後川水系兎ヶ原川 

位置 福岡県筑紫野市大字山口 

型式 
中央遮水ゾーン型ロックフィ

ルダム 

目的 水道用水 

堤高 60.0m 

堤頂長 326.0m 

堤体積 1,060,000 ㎥ 

集水面積 （1.4 ㎢） 

湛水面積 0.26 ㎢ 

設計洪水位 EL  119.5m 

常時満水位 EL  118.0m 

最低水位 EL  96.0m 

総貯水容量 4,000,000 ㎥ 

有効貯水容量 3,900,000 ㎥ 

水道用水容量 3,900,000 ㎥ 

堆砂容量 100,000 ㎥ 

主務省 厚生労働省 

調整池の運用

開始 
平成 11 年 4 月 

 

【事業費】  
 432 億円 

 

【企業団負担金】  
 全額 

 

【管理】  
 水資源開発公団（現：独立行政法人水資源

機構）が、平成 11 年から「福岡導水山口調

整池管理規程」に基づき管理を開始 
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第３節  牛頸浄水場  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  施設の経緯及び概要  

 昭和 48（1973）年水道用水供給事業認可

後、牛頸(うしくび)浄水場の建設を開始し、

昭和 58 年３月に浄水能力 178,800 ㎥/日の施

設が完成しました。同年７月１日から電気計

装設備、ポンプ施設等の試運転を行い、同年

11 月 21 日から構成団体へ水道用水供給を開

始しました。 

 その後、五ケ山・大山取水事業に対応する

浄水施設の増強を図るため、平成５（1993）

年度に牛頸浄水場２系浄水池（20,000 ㎥×

２池）の建設を開始し、平成 11 年度までの

間に、次亜塩素注入設備、混和池、フロック

形成池、沈でん池、急速ろ過池、沈でん物処

理棟及び洗浄水槽の増設、脱水機本体と関連

する電気計装設備、薬品注入設備、貯蔵棟の

増設、さらに、電気計装、受変電、自家発電

等のプラント設備、活性炭注入設備の増設な

どの２系施設の整備を順次進め、平成 12 年

度、拡張分の浄水施設の供用を開始しまし

た。 

 なお、牛頸浄水場の施設能力 178,800 ㎥/

日は、第３回拡張事業（平成４年３月認可）

により、大山ダム分 41,300 ㎥/日、及び五ケ

山ダム分 10,000 ㎥/日を合わせて 51,300 ㎥/

日が追加、第４回拡張事業（平成 11 年３月

認可）により、大山ダム分 10,700 ㎥/日がさ 

らに追加となり 240,800 ㎥/日となりまし

た。その後、第４回拡張事業第２回変更（平

成 25 年３月認可）により、五ケ山ダム分

10,000 ㎥/日の取水地点を番托地点に変更す

るとともに、導水先を福岡市の乙金浄水場に

変更し、現在、施設能力は 230,800 ㎥/日と

なっています。 

 牛頸浄水場は、大野城市の南部に位置し、

平均標高 80ｍの自然景観に優れた丘陵地に

あり、敷地面積 157,000 ㎡を有し、各施設

は、維持管理、経済性及び拡張スペース等を

考慮して合理的かつ有機的なものとし、各施

設の機能が最大限に発揮出来るよう配置して

います。筑後川から取水した原水を凝集沈で

ん・急速ろ過方式により水道用水に浄水処理

して、自然流下あるいはポンプ送水によって

各構成団体の配水池まで効率的に水道用水を

供給できるようになっています。 

 浄水施設の運転操作は、高度化、複雑化す

る施設管理の安定的、効率的な運営を目指す

ため、平成 28 年度の中央装置の更新から

は、システムを場内系、場外系、ＩＴＶ監視

システムの３つに分ける分散方式を採用し、

安全・確実及び安定的な浄水処理が可能なも

のとなっています。さらに各構成団体へ水道

用水を供給するポンプ場及び配水池の監視制

御はテレコントロール・テレメータにより行

い、合理的かつ効率的に運用できるようにな

っています。 

 また、牛頸浄水場が取水している筑後川の

上流ダム群でのプランクトン等の異常増殖

や、農業排水による異臭味及び農薬の対策と

して、牛頸浄水場から約 5.5 ㎞取水側にある

筑紫野市山口（独立行政法人水資源機構の福

岡導水路 第２トンネル入口）にて粉末活性

炭注入施設を備え、活性炭の注入を行ってい

ます。     
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【牛頸浄水場  施設配置図】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【牛頸浄水場  処理の流れ】   
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【牛頸浄水場諸元】   

 施設能力：230,800 ㎥/日  

 

施設名 施設概要 数量 

山口活性炭

注入設備 

（場外施設） 

所在地：筑紫野市 

    大字山口 

2 槽 混合槽 

 有効容量 35 ㎥/

槽 

着水井 

有効容量 

 1,059 ㎥／井  

ＲＣ造 

1 井 

混和池 

有効容量 

 130 ㎥／池  

ＲＣ造 

3 池 

フロック形

成池 

有効容量 

 1,037 ㎥／池  

ＲＣ造 

6 池 

沈でん池 

有効容量 

 2,726 ㎥／池 

ＲＣ造（傾斜板） 

6 池 

急速ろ過池 

ろ過面積 

 100 ㎡／池 

ＲＣ造 

24 池 

（内３池予

備） 

浄水池 

有効容量 

 11,500 ㎥／池  

ＲＣ造 

2 池 

有効容量 

 20,000 ㎥／池   

ＲＣ造 

2 池 

洗浄水槽 

有効容量 

 585 ㎥／槽  

ＲＣ造 

2 槽 

洗浄排水池 

有効容量 

 560 ㎥／槽   

ＲＣ造 

2 槽 

排泥池 

有効容量 

 1,012 ㎥／池  

ＲＣ造 

1 池 

濃縮槽 

有効容量 

 2,662 ㎥／槽 

ＲＣ造 

2 槽 

返送水貯留

槽 

有効容量 

 1,526 ㎥／槽 

ＲＣ造 

1 槽 

管理本館 

地下２階地上３階 

ＲＣ造 

 延面積 4,157 ㎡ 

1 棟 

水質センタ

ー本館 

地上３階 

ＲＣ造 

 延面積 2,561 ㎡ 

1 棟 

沈でん物処

理棟 

地下１階地上３階 

ＲＣ造 

 延面積 3,664 ㎡ 

1 棟 

 

 

２  耐震化整備  

 福岡地区水道企業団は、従来から地震に強

い管路システム構築のため、軟弱地盤に対し

ての耐震継手の採用や緊急時に備え補修用特

殊管材料の備蓄を行っていますが、平成 17

（2005）年３月 20 日に発生した「福岡県西

方沖地震」の教訓から、さらに地震に強い用

水供給システムの構築のため、浄水施設及び

送水施設の耐震化の方向性を示すために平成

17 年５月に学識経験者・関係団体・その他

の水道事業者で構成する「福岡地区水道企業

団地震対策検討委員会」を設置し、同委員会

の提言を踏まえ耐震化に取り組んできまし

た。（耐震工事の際の基本的な考え方は、第

６章第１節を参照） 

 筑後川下流の筑後大堰から取水し、水資源

機構の福岡導水施設を通じ導水された水を浄

水処理し、企業団施設能力の約 76%を占める

最重要の基幹施設である牛頸浄水場は、耐震

診断の結果、耐震補強対象の浄水施設は当初

12 施設（土木 10、建築２）でしたが、その
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後の詳細設計により、４施設（土木）は、耐

震補強が不要との結果でした。 

 なお、浄水場の施設は平成 19（2007）年

度～25 年度にかけて耐震化を実施しまし

た。 

 

【事業計画】  

・工  期：平成 19 年度～25 年度 

・総事業費：約 30 億円 

・国庫補助事業：補助率 1/3 

（ライフライン機能強化等事業） 

・事業箇所：８施設 

（管理本館、沈でん池、ろ過

池、浄水池、排泥池、濃縮槽

等） 
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３  維持管理機能の強化  

 近年の筑後川の原水水質の変化や今後の気

候変動等に対応し、将来にわたり安全で良質

な水道用水を供給するため、水質管理機能の

強化に向けた取り組みを行います。また、非

常時にも迅速な対応を図るため、構成団体と

の効率的な情報共有を推進します。 

【事業概要】  

 牛頸浄水場における残留塩素濃度低下事象

や、送水管路の二重化等による送水環境の変

化に対応するため、脱水機、塩素注入設備、

水質監視装置の増設や、水質情報共有システ

ムの導入等による水質管理機能の強化を図り

ます。 

〇牛頸浄水場における脱水機の増設   

〇送水施設における水質監視装置の増設 

〇塩素注入設備の増設 

〇水質情報共有システムの構築 

〇山口活性炭注入施設の検討・改築 

【全体事業費  
（令和５（ 2023）～９年度）】  

 約 16 億円 

 

４  牛頸浄水場での高塩基度 PAC の

本格導入  

 牛頸浄水場では主に５種類の薬品を用いて

浄水処理を行っています。各薬品の使用量は

原水水質状況や天候、取水量等に大きく左右

されます。平成 28（2016）年度からは、浄

水処理の安定化を目的に、従来の水道用ポリ

塩化アルミニウムから、より高い凝集性能を

持つ高塩基度水道用ポリ塩化アルミニウムを

導入しました。 

 

【５種類の浄水薬品】 

① 水道用ポリ塩化アルミニウム（ＰＡＣ） 

・・・・・・濁質の凝集 

  ② 水道用次亜塩素酸ナトリウム 

・・・・・・消毒 

  ③ 水道用水酸化ナトリウム 

・・・・・・ｐＨ調整 

④ 水道用濃硫酸 

・・・・・・ｐＨ調整 

⑤ 水道用粉末活性炭 

・・・・・・かび臭除去等 

  近年は、局地的豪雨等の影響による原

水濁度の急激な上昇が著しく、浄水処理

の困難さが増しています。また、汚泥処

理でもアルミニウムの濁度に対する添加

比（ＡＬＴ比）の上昇に伴う処理効率低

下が生じていました。そのため、安全な

水道用水を安定的に送水し続けるために

は、高濁度原水に対する浄水処理の強化

策が必要不可欠な状態でした。 

  当企業団では、通常のＰＡＣに変え

て、高塩基度ＰＡＣの導入を検討し、平

成 25 年～27 年度に実証実験を行い、 

① 処理水質の水質改善効果（ろ過水の

濁度、ピコプランクトンの低減効果な

ど） ②浄水処理薬品使用量・薬品費削

減効果 ③濃縮スラッジ濃度の上昇及び

脱水機処理量の増加（ＰＡＣ注入率を削

減したことによるＡＬＴ比の低下が主な

原因と考えられる。）が確認できたた

め、平成 28 年度からは高塩基度ＰＡＣに

切り替えて運用を行っています。 
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第４節  送水施設  

  送水施設は、牛頸浄水場で浄水処理の後、

構成団体に水道用水を送水するための施設

で、送水管により自然流下させ、途中、水圧

が不足する場所には、送水ポンプ場を設置し

て加圧し、各構成団体の配水池入口まで送水

しています。 

 送水ポンプの運転及び弁の開閉について

は、省力化を図るため、牛頸浄水場中央監視

室からの遠隔制御しています。 

 現在、福岡都市圏の６市６町１企業団１事

務組合（久山町へは未供給）へ送水管 165.8

㎞、送水ポンプ場 16 か所により 27 か所の配

水池に送水しています。 

 なお、宗像地区事務組合が、受水地点に畦

町配水池を追加する際、当初の受水地点であ

る多礼共同配水池を廃止されました。これに

伴い多礼系送水管 9.0 ㎞について、将来にわ

たる維持管理経費を勘案して平成 28

（2016）年１月に宗像地区事務組合に無償譲

渡しました。 

送水ポンプ場概要  
ポンプ場名 送水系統 所在地 施設概要 数量 

月の浦ポン

プ場 
月の浦系 

大野城市牛頸一丁

目 1-1 

渦巻ポンプ  Ｑ=7.23 ㎥/分  
2 台 

Ｈ=42.0m  Ｐ=75kw 

大佐野ポン

プ場 

太宰府系 
太宰府市大佐野五

丁目 13-20 

渦巻ポンプ  Ｑ=4.40 ㎥/分  
1 台 

Ｈ=39.0m  Ｐ=45kw 

渦巻ポンプ  Ｑ=5.20 ㎥/分  
2 台 

Ｈ=35.0m  Ｐ=45kw 

筑紫野系 
渦巻ポンプ  Ｑ=12.57 ㎥/分  

２台 
Ｈ=86.0m  Ｐ=250kw 

田富ポンプ

場 
須恵系 

糟屋郡志免町田富

二丁目 4-26 

渦巻ポンプ  Ｑ=1.81 ㎥/分  
３台 

Ｈ=72.0m  Ｐ=45kw 

八田ポンプ

場 
下原系 

福岡市東区青葉二

丁目 8-30 

渦巻ポンプ  Ｑ=17.40 ㎥/分  
３台 

Ｈ=26.0m  Ｐ=110kw 

浦の原ポン

プ場 
夫婦石系 

那珂川市片縄西 4

丁目 20-1 

渦巻ポンプ  Ｑ=38.00 ㎥/分  
３台 

Ｈ=10.0m  Ｐ=90kw 

西ヶ浦ポン

プ場 
西ケ浦系 

春日市星見ヶ丘 6

丁目 71 

渦巻ポンプ  Ｑ=5.28 ㎥/分  
１台 

Ｈ=29.5m  Ｐ=37kw 

渦巻ポンプ  Ｑ=5.30 ㎥/分  
１台 

Ｈ=31.0m  Ｐ=37kw 

立花寺ポン

プ場 

宇美・志免

系 

福岡市博多区立花

寺 259 

渦巻ポンプ  Ｑ=4.80 ㎥/分  
2 台 

Ｈ=56.0m  Ｐ=75kw 

畑詰ポンプ

場 
雉子ケ尾系 

大野城市仲畑三丁

目 10-14 

渦巻ポンプ  Ｑ=5.70 ㎥/分  
２台 

Ｈ=37.0m  Ｐ=55kw 

大隈ポンプ

場 
粕屋系 

糟屋郡粕屋町大隈

228 

渦巻ポンプ  Ｑ=4.24 ㎥/分  
２台 

Ｈ=8.5m  Ｐ=11kw 

粕屋南ポン

プ場 
粕屋南系 

糟屋郡粕屋町仲原

993-2 

渦巻ポンプ  Ｑ=2.90 ㎥/分  
２台 

Ｈ=19.0m  Ｐ=15kw 
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宇美ポンプ

場 
障子岳系 

糟屋郡宇美町光正

寺三丁目 3-1 

渦巻ポンプ  Ｑ=1.875 ㎥/分  
３台 

Ｈ=64.0m  Ｐ=37kw 

波多江ポン

プ場 

前原系 
糸島市波多江

779-1 

渦巻ポンプ  Ｑ=2.37 ㎥/分  
３台 

Ｈ=33.0m  Ｐ=22kw 

糸島系 
渦巻ポンプ  Ｑ=3.30 ㎥/分  

３台 
Ｈ=75.0m  Ｐ=75kw 

総合公園ポ

ンプ場 
別府系 

糟屋郡志免町別府

1255-1 

渦巻ポンプ  Ｑ=1.67 ㎥/分  
３台 

Ｈ=24.0m  Ｐ=11kw 

新宮ポンプ

場 

立花系 
糟屋郡新宮町大字

原上 286-12 

渦巻ポンプ  Ｑ=3.20 ㎥/分  
３台 

Ｈ=30.0m  Ｐ=22kw 

医王寺系 
渦巻ポンプ  Ｑ=2.57 ㎥/分  

２台 
Ｈ=47.0m  Ｐ=37kw 

後野ポンプ

場 

春日・那珂

系 

那珂川市大字後野

557-1 

渦巻ポンプ  Ｑ=2.40 ㎥/分  
３台 

Ｈ=42.0m  Ｐ=30kw 

津丸ポンプ

場 
宗像系 

福津市津丸字落合

847-4 

渦巻ポンプ  Ｑ=1.67 ㎥/分  
２台 

Ｈ=38.0m  Ｐ=18.5kw 

（注）複数台ある送水ポンプの内の１台は予備機である。 

 昭和 56 年の新耐震基準以前に建設された大佐野ポンプ場・八田ポンプ場・浦の原ポンプ

場の３施設は、耐震化を実施しました。    
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構成団体配水池高低表 
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